
私立大学図書館協会西地区部会 九州地区協議会 

2007 年度（平成 19 年度）第 1回定例幹事会 議事録 

 

 

１ 日 時 平成 19 年 5 月 25 日(金) 13:30 ～ 15:30 

２ 会 場 熊本学園大学付属図書館 会議室 

３ 内 容 13:30 開会 

(1)開会の言葉 福岡大学図書館     医学情報課長 中村芳比古  

(2)当番館挨拶 熊本学園大学付属図書館 事務部長   島田数男 

(3)議長選出  内規により九州地区理事校 福岡大学  中村芳比古氏を選出 

(4)資料確認 

 * 定例幹事会次第・出席者名簿等（福岡大学準備資料） 

  * 平成 19 年度九州地区研究会実施要領（熊本学園大学準備資料） 

  * 研修に関しての提案事項について（熊本学園大学準備資料） 

(5)出席者自己紹介：7館 10 名 

 

地区別・職務上 

内規第３条による 

 

大  学  名 

 

 

役 職 名 

 

 

氏    名 

福岡北部 西南女学院大学 主任司書 渡 橋 英 子 

福岡南部 福岡国際大学・ 

福岡女子短期大学

課長 

 

下 條 瑞 恵 

九州中部 別府大学 事務長 吉 岡 義 信 

九州南部 鹿児島国際大学 図書館事務長 藤 田 淳 二 

 

九州地区理事校 

 

 

福岡大学 

 

 

医学情報課長 

学術情報課長補佐

 

中 村 芳 比 古

世 戸 英 雄 

 

内規第 3 条第 3 号による

出席 

[研究会幹事校] 

 

熊本学園大学 

事務次長 

奉仕課長 

図書課長補佐 

緒 方 良 二 

加 茂 田 憲 治

津 村 秀 夫 

内規第 3 条第 2 号による

出席 

[前理事校] 

 

九州東海大学 

 

図書課長 

 

岡 村 晴 夫 

 



(6)協議事項 

1) 2007 年度九州地区研究会開催（案）について 

   2007 年度幹事校の熊本学園大学から研究会開催の実施要領について説明があり、異

議なく了承された。研究会の報告書に関しては、昨年度の協議決定に基づき、前幹事

校の報告書に習い、発表者が作成した資料を基に作成する旨の報告があった。また、

前年の図書館見学への要望の意向を受けて、見学時間を考慮した時間配分のスケジュ

ールにしたいとの説明があった。その他、宿泊希望者のために会場周辺のホテルを紹

介することなどが提案され、了承された。 

 

2）本会の未加盟館への入会勧誘について 

   昨年、九州東海大学から提議された未加盟館の入会勧誘に関して協議がなされ、未

加盟校のうち四年制大学との併設校によるもの、および「聖マリア学院短期大学」の

加盟で、残り 4 大学、1 短大に対して入会案内を呼びかけることが了承された。併せ

て、他に洩れている大学があれば、理事校の福岡大学に知らせることを再確認した。 

 

3） その他 

     幹事校である熊本学園大学より今年度研究会の講演開催に関して、講師の方の提言

を受けて、次のような提案事項の説明があった。 

講師の提言の趣旨は、研究会終了後、講演や事例発表を聞いた参加者のフォローに

ついて、以後の業務に活かしていけるようＭＬなどで情報交換をしていくようなこと

はできないかというものである。具体的には、まず感想を述べることから始め、講師

のＨＰもあるので、それらを参考にしながら日々の業務の不明点などを投稿していき、

回答を得ながら活発なＭＬにしていくようなことになるのではないかという旨の説明

がなされた。 

この提案に対し諸々意見が出され、総論的には賛成でありやってみてはどうか、情

報リテラシー中心となるようで、課題が重荷になれば大変であるなど、個々での対応

にはやや難色の意見が多くみられた。 

意見を踏まえて、理事校の福岡大から「この件に関してはもう少し煮詰める必要が



ある。ＭＬの管理の問題については、持ち帰り回答したい。図書館活動・利用の活性化

にはなると思われる。」との見解が示された。当日の研究会の講演の際に呼びかけがあ

るということで、実施する場合、個人単位なのか、図書館単位にするのかについては熊

本学園大学で検討することになった。 

 

      （7）確認事項 

       1）九州地区協議会年度別幹事校について 

         九州地区幹事会内規により決定される旨が説明され、資料内容を確認、了承した。 

         その他、特になし。 

 

      （8）報告事項 

       1）西地区部会及び私立大学図書館協会関係の連絡事項 

         ○ 地域間交流として、各地区で行われる研究会等へ近隣地区から参加できるよ

うな体制づくりが可能かどうか。 

・ 過去にも話が出たが、当番校の負担につながること、参加の把握が難しい面が

あることなどから、現段階では体制が整っていない。運営上の問題も多くある

ことが予想され積極的な動きがない。以上のことを勘案して、今後の検討課題

とすることになった。 

 

2）協会賞の申請内容及び選考の経緯について 

協会賞の申請では、2006 年度 4件申請があり、うち 3件が採択された。図書館で

取り組んでいるものついて積極的に応募してほしい、との説明がなされた。 

 

3） その他 

九州地区協議会加盟校は、現在５１校あり、新規加盟の聖マリア学院大学を加え

て５２校となることが確認された。 

    以 上 


